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ヒトiPS細胞を用いた世界初の
生体骨組織様異方性微細構造の構築
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• 骨粗鬆症に代表される疾患骨に対する骨脆弱化メカニズムの解明研究と、
生体機序に基づく再建法に関する材料学的研究を主に推進。
• 骨再生初期の自然治癒骨と続発性骨粗鬆症では、骨強度低下の要因として、
主要有機成分である I 型コラーゲン配列の無秩序化が骨微細構造（コラー
ゲン / 六方晶系アパタイト結晶の 3 次元的配列）の破綻をもたらすこと
を定量的に初めて明らかにした（文献 [1, 2]）。
• 分子配向化コラーゲン足場材料により細胞挙動を制御し、ヒト iPS 細胞を
用いた生体骨組織様の異方性微細構造を世界で初めて構築した（文献 [3]）。
• 現在は金属 Additive Manufacturing を用いた材料創製に注力しており、
純Cuならびに Cu 合金の凝固組織 / 機能化制御に取り組んでいる。
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